
↙（左下からのつづき） 

①中央公民館をなぜ廃止・除却しなければならないのか、その理由 

について 

②中央公民館の廃止・除却をする方針 

を決める経過について 

③方針を決める経過の中で、教育委員 

会会議、社会教育委員会会議や生涯 

学習推進委員会議などの意見はどの 

ように聞いてきたのか 

④市長が市民構想会議に諮問した「沼 

田市公共施設等総合管理計画」に対する答申に述べられている

「本計画の推進にあたっては、地域住民との対話が不可欠であ

る」という意見は、生かされてこなかったのではないか。 

⑤利用者の切実な声、「まだ使える」という声を尊重し、今年度末

での廃止・除却方針を撤回し、 

 利用者の声を真摯に聞きなが 

ら、今後の方針を決めなおす 

方向に転換することについて 

 沼田市議会 12 月定例会が 1日から始まります。先日報道された「官製談

合事件」や中央公民館廃止・除却問題などが審議されます。一般質問は、3、

4、7日の 3日間が予定されています。ぜひ傍聴にお出かけ下さい。 

 先頃、たなはしせつこ（日本

共産党群馬衆院 1区予定候補）

さんが、横山沼田市長を訪ねコ

ロナ問題で懇談しました。 

井之川・大東両市議も同席し

ました。 

１．公平・公正な市政の実現について 

 ア、談合事件について 

 ①今回の談合事件の内容について 

 ②過去の事件の教訓はなぜ生かされなかったのか 

 ③再発防止について及び第 3者委員会をつくり調査 

することについて 

２．新型コロナウイルス感染症から市民を守る 

ことについて 

 ア、来年の成人式における新型コロナウイルス感染防止対策につい

て 

 ①式典に対する取り組み内容について 

 ②感染が広がっている地域から帰郷する参加者に 

ＰＣＲ検査を実施し、その費用を市が負担する 

ことについて 

３．教育基本法や社会教育法が生かされるま 

ちづくりについて 
 ア、生涯教育の振興と社会教育の推進について 

 ①市民に対する生涯教育の振興と社会教育の推進及び芸術・文化活

動の発展について中央公民館が果たしてきた役割について 

 イ、中央公民館の廃止・除却方針の撤回と中央公民館のいっそうの

活用について            （右上中段につづく）↗ 
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